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第2部 近況報告 
海水浴場におけるブルーフラッグの
現状と課題

近況報告① 由比ガ浜海水浴場　
鎌倉市観光課　角田裕亮氏



p7

近況報告② 若狭和田海水浴場　
若狭高浜観光協会　高田慎平氏
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近況報告③ 須磨海水浴場　
神戸市海岸防災課　塩見勝宏氏
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近況報告④ 本須賀海水浴場
山武市わがまち活性課　鈴木昌子氏
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①片瀬西浜・鵠沼海水浴場
江の島海水浴場協同組合　豊原洋紀氏

②逗子海岸海水浴場
逗子海岸営業協同組合　勝田康司氏

第3部 活動紹介
ブルーフラッグ取得に向けた取組
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第4部 意見交換
コロナ禍におけるブルーフラッグの
意義と展望
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総括・講評

文教大学国際学部教授　海津ゆりえ氏
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参考資料

ブルーフラッグ認証取得状況に関するアンケート調査結果 （NPO法人湘南ビジョン研究所 2021年 1月実施）

１ 報告者

海水浴場の名称 由比ガ浜海水浴場

報告者の所属・氏名 鎌倉市市民生活部観光課 角田裕亮

２ 報告内容

①ブルーフラッグを

取得した効果・メリッ

トは何でしょうか？

BF認証を取得したことで、海水浴場が単に環境面で優れていることを証明するだけでな

く、海水浴場を取り巻く地域の方々をはじめ、海水浴場に関わる全ての方の環境に対する理

解を醸成することにつながり、多方面で持続可能な海水浴場運営に寄与することから、海水

浴客及び関係団体から一定の信頼を得られていると考えます。

②withコロナ、after

コロナにおけるブル

ーフラッグの価値は

何だと思いますか？

withコロナ、afterコロナにおいては、これまでより衛生面での関心が高まっているが、衛

星面に対しての証明のひとつとなりうる価値があると思われる。

③2021年度の海水浴

場開設に向けた課題

（コロナ対策など）が

あれば教えてくださ

い。

2020年度と同様に、2021年度も神奈川県から海水浴場開設に関するガイドラインが示さ

れると思われるので、その内容に対して、どういった形で対応していくかということ。
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参考資料

ブルーフラッグ認証取得状況に関するアンケート調査結果 （NPO法人湘南ビジョン研究所 2021年 1月実施）

１ 報告者

海水浴場の名称 若狭和田海水浴場

報告者の所属・氏名 一般社団法人 若狭高浜観光協会 高田慎平

２ 報告内容

①ブルーフラッグを

取得した効果・メリ

ットは何でしょう

か？

海水浴場が持続発展していけるための仕組みとして、活動を続けていくたびにその奥深

さを感じる。長期的視点でみると特に高浜町における環境教育は、幼児、小学生、中学生

において高い水準にあると感じる。教育機関の協力が大きく今後も力をいれていきたい。

また、高校生以上においては、大学教授を招聘した専門的な環境教育の講演会も始まっ

たことや、民間同士が連携し新たなプロジェクトが生まれるなど、今後に期待できる。

一方で短期的な視点においては、住民から批判的な意見を聞くことも少なからずある。

SDGsの観点からも社会・環境・経済のバランス（特に経済面でご意見をいただく）をと

っていくことが今後の課題であると感じる。

高浜町の現状のバランス：環境＞社会＞経済。

②withコロナ、after

コロナにおけるブル

ーフラッグの価値は

何だと思いますか？

地域ごとに違った魅力や課題を抱える日本の海水浴場、またはブルーフラッグは、各地

域がコミュニケーションをとりながら、共有したり、切磋琢磨し、個性を発揮することで

日本の海水浴場の多様性が持続発展していけるのだと信じております。

コロナをきっかけに日本人が海や海岸で何かをしたり、過ごしたりすることができる、

新たなライフスタイルを作っていけることがこれからの価値になると思います。

また、次のステップとして世界とのコミュニケーション、課題や成果の共有も担当者レ

ベルで行っていければと思います。

③2021年度の海水浴

場開設に向けた課題

（コロナ対策など）

があれば教えてくだ

さい。

②を実現していくためにも、安心安全な海水浴場であることを利用者に明確に示し、PR
していくことが重要な課題であると感じる。

また、浜茶屋も率先して対策を実行するとともに、利用者も自ら感染対策をとることで、

「だれもが安心して利用できる新たな海の遊び方を、関係機関、管理者、利用者全員で作

り上げる」という意識を全員が持つことが必要である。
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参考資料

ブルーフラッグ認証取得状況に関するアンケート調査結果 （NPO法人湘南ビジョン研究所 2021年 1月実施）

１ 報告者

海水浴場の名称 須磨海水浴場

報告者の所属・氏名 神戸市港湾局海岸防災課 塩見 勝宏

２ 報告内容

①ブルーフラッグを

取得した効果・メリッ

トは何でしょうか？

須磨海岸は健全化と活性化を目指して、海浜清掃、ルール作り、環境教育、イベント開催、

利用者のマナー向上、騒音対策など様々な取り組みをこれまで行ってきたが、白砂青松の美

しい須磨海岸を将来に渡って引き継いでいくためには、今後も地域の方々と協力してこうし

た取組みを継続し、課題を解決していくことが必要である。

一方で、関係者が多くなると、さまざまな利害関係が生じて舵取りが困難となることもあ

る。こうした際に国際環境認証の取得といった、関係者がまとまって取組むに当たっての共

通目標や動機付けが必要であり、ブルーフラッグ認証の取得は、今後の地域との協働の大き

な推進力になると考えている。

②withコロナ、after

コロナにおけるブル

ーフラッグの価値は

何だと思いますか？

Withコロナや afterコロナにおけるブルーフラッグの価値を現段階では評価することが難

しい。

2020年において、感染防止策等について相談を行ったが、国や都道府県によっても感染状

況が異なるため、どのような対策をすれば、「安心・安全なビーチ」と言えるのかについて

は、国や都道府県の指示に従うよう言われるだけで明確な回答がなかった。

現在のところ国内では、外食産業などの各業界団体が業態別に感染防止ガイドラインを策

定しているが、ブルーフラッグとしても海水浴場における感染防止ガイドラインを策定する

べきではないか。そして、ブルーフラッグを取得している海水浴場は、世界の知見を集めて

このような対策をしているので、安心・安全ですという共通メッセージを発出してはどうか。

まさにブルーフラッグを取得する真価が問われていると考えている。

③2021年度の海水浴

場開設に向けた課題

（コロナ対策など）が

あれば教えてくださ

い。

2020年は、4月に発出された緊急事態宣言を受け、都道府県を跨ぐ移動の自粛が要請され

た。その間、他府県ナンバーの自動車に対して嫌がらせ行為を行う市民が「自粛警察」とし

てメディアに連日報道されるなど、市民にとっては新型コロナウイルス感染に対する不安が

大きくなっている状況であった。

こうした状況の中、須磨海水浴場は市外からの利用者が多く、市民の不安がさらに増大す

る恐れがあったことや利用者の安全監視を担うライフセーバーの国保が困難と判断された

ことから、海水浴場の開設を断念した。

2021年は新型コロナウイルスの感染拡大をいかに防止し、感染防止（ソーシャルディスタ

ンスの確保、アルコール消毒液の設置など）を徹底することを市民に広く理解してもらい、

市民の不安を最小化することが海水浴場を開設する上での重大な課題となっている。
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参考資料

ブルーフラッグ認証取得状況に関するアンケート調査結果 （NPO法人湘南ビジョン研究所 2021年 1月実施）

１ 報告者

海水浴場の名称 本須賀海水浴場

報告者の所属・氏名 山武市 経済環境部 わがまち活性課 副主幹 鈴木 昌子

２ 報告内容

①ブルーフラッグを

取得した効果・メリッ

トは何でしょうか？

●山武市の場合は、行政発で取り組んだが、今までつながりのなかった市民や団体と連携す

ることができた。

・本須賀波乗り倶楽部、食虫植物ボランティアガイド、地元漁業者等。

●旧町村時代から、ルーティンワークとして海水浴場を開設していたが、担当職員が問題意

識を持って取り組めた。

・海岸に関する法令等の学習など。

●BF認証取得の本来目的ではないが、市の PRにつながった。

・千葉県初の取得。

②withコロナ、after

コロナにおけるブル

ーフラッグの価値は

何だと思いますか？

●他の海水浴場との差別化ができる。

・認証取得基準の多くが、情報提供やマネジメント、安全対策に関連しており、コロナ対策

の情報共有が容易である。

③2021年度の海水浴

場開設に向けた課題

（コロナ対策など）が

あれば教えてくださ

い。

●ライフセーバーの確保。

・令和２年度新入生が資格を取得していないこと、また、２年生以上の学生も充分な訓練を

していない。

●宿泊施設の借上げ。

・宿泊施設での密集回避のため、新たな宿泊施設が必要になる。

●コロナ対策で経費増加

・アルコールやマスク、また救助用資機材の導入が必要。

●東京オリンピック・パラリンピック開催と海水浴場開設期間の重複。

・本須賀海水浴場は駐車場に警備員を配置しているが、警備員人数確保が不安要素。

●R２年海水浴場開設事務に関して、県と市町村で温度差があった。

・ R３年についても山武郡市４市町で連携し、早い段階で県に働きかけていく。
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